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デ-タベースの活用法(2)DMPによるデータベ-スの検索について

データベースの活用法(2)

DMPによるデータベースの検索について

河野　重昭*

1.はじめに

前回[]]は,九m大学大型計算機センター研究開発部松尾文碩助教授らが1 9 8 1年に開発した

データベース統合支援システムAdbis (A data base integration support) [2, 3, 4, 5]に

よるデータベ-スの構築について解説をした.

今回は.同Adbisの中のDMP ( Data Manipulation Primtives )を用いたデータベースの検索に

ついて解説する.

テスト用データベースとしては,前回作成した"原子データベース(TEST-ADBS)を使

用する.

2.検索例

検索用プログラムについては,後で述べることにして,先ず検索例を見てみよう.

EX REFER

***　REFER START　***
FORT剛榊　77　COMPILER ENTERED

END OF COMPILATION

ID/EL/A/Z/N/P/E　7Z
Z　= ?1

3　DCiCUMENTくS) FOUND

OUTPUT? (YES/NO) NO

絹ND/OR/DIF/END)?AND
HD/ELノA/～/N/PノE)?N

N　= ?1

1　DOCUMENT S) FOUND

OIJTF.LIT? (YES/Nlコ) Y巳ヨ

ID EL

2　H 1 1

CONTINLIE? (YE∈;/NO) YE∈'.I

(ID/EL/A/Z/N/F7E)?Z

Z　= ?1

3　DOCUMENT(S) FCtUND

OUTPUT? (YES/NO) NO

くAND/OR/DIF/END)?OR

HD/EL/A/Z/N/P/E)?N
N　= ?1
4　DOCLlMENT(S) FCJUND
CiUTPUT? (YES/NCりYES
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解 読

CONTINUE? (YES/NO) YES

〈ID/EL/A/Z/N/P/E)罰「
Z　= ?1

3　DOCUMENTくS) FOUND

OUTPUT? (YES/NO) NO

〈AND/OR/DIF/END)?DIF
HD/EL/A/Z/N/P/E)亨丙I
N　= ?1
2　DOCUMENTく∈>) FOUND

CUTPUT? (YE<;/Nlコ) YES
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CONTINUE? (YES/NO) N暮コ

END OF　60,SEVERITY CC暮DE=OO

暮**　REFER NORMAL END　***

アンダーラインの部分はユーザーが入力する部分である.

EX REFER　は,コマンドプロシジャREFER.CLI STを起動させている.コマンド

プロシジャREFER.CLI STについては次節で述べる.

(ID/E工ノA/Z/N/P/E)?旦　は,検索項目を聞いてきたので, z(原子番号)を指

定した.

Z　- ?土　は・原子番号を聞いてきたので・原子番号ユを指定した・

3　DOCUMENT (S)　FOUND　は, 3件見つかったことを表示している.

OUTPUT?(YES/NO)NO　は, 3件の内容を出力するかどうかを聞いてきたので, N

0(出力しない)を指定した.

(AND/OR/DIF/END)?旦旦里　は,次に集合積を求める(AND)か・集合和を求

める(OR}か,集合差を求める(DI F)か,何もしない(END)か聞いてきたので. AND(

集合積を求める)を指定した.

( ID/EL/A/Z/N/P/E )?且　は・更に検索項目を聞いてきたので, N(中性子の数

)を指定した.

N　- ?上　は,中性子の数を聞いてきたので, 1を指定した・

1　DOCUMENT (S)　FOUND　は, Z-1であり,そしてN-lである例が1件ある

ことを表示している.

OUTPUT?(YES/NO)YE S　は, 1件の内容を出力するかどうかを聞いてきたので,

YE S(出力する)を指定した.

次が出力例である.

I D E L

2　、H　　　　　　2　　　　1

N

il　　　　　郡　　　　　Ej

この後,集合和を求める(OR)例と集合差を求める(DIFつ例が示されている.
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データベースの活用法(2)DMPによるデータベースの検索について

3.　コマンドプロシジャRE F E R. CL I STについて

先ず,コマンドプロシジャREFE R.CLI S Tの内容を見てみよう.

L王ST REFER.CLIST

KEQ528001　F999ウ.REFER.CLIST

OOOIO PROC 0

O0020　CONTROL NOFLUSH PROMPT

OOO30　ERROR DO

OOO40　WRITE　***　ERROR-E　***

00050　WRITE　***　RC=　&LASTCC　*事*

00060　EXIT

OOO70　END

ooc噂O WRITE　**事　REFER START　***

t:IO090 RUN REFER.FORT77 FIXED LIB <'QDB.LIBSLヱ1 )

00100　WRITE　***　REFER NORMAL END　***

00110　EXIT

OO120　END

KEQ52∈$021　END OF DATA

1 0行のPROCは.コマンドプロシジャ文の開始を示し, 0は位置パラメータもキ-ワードパラ

メータもないことを示している.

20行のCONTRO工一は,コマンドプロシジャの性格づけを行っている. NOFI-USHは,エ

ラー発生時の処理を. PROMPTは,アテンション割込み発生の時の処理を可能にしている.

30-70行は,エラー処理の部分で,エラーが発生した時,エラーの表示と復帰コード&LAS

TCCの表示をし. EXITで計算を中止させている.

0-110行は,メインの部分で　　***　REFER START　***Wの表示をし,

検索用プログラムREFER.FORT77をRUNさせ,そして正常終了の場合に"***　RE

FER NORMAL END　***　を表示する.

90行の　LIB( ′QDB蝣LIBSL2')は, DMPを使用する場合,必ず用いなければな

らない.

1 20行のENDは,コマンドプロシジャ文の終りを示す.

4.検索プログラムRE FER. FORT77について

検索プログラムREFER.FORT77のソース・リストを付録に示してあるが,ここでは要点

だけを説明しておこう.

4.1 OPEN㌔DとCLOS¥D

Adbisを利用する場合,始めに　OPEN¥D　を.そして終りに　CI.OS¥D　を用いなけ

ればならない.ここでは, 80行と1 920行に用いてある.

4. 2　¥T P UTと¥TG E T

i 10行の¥TPUTは　TAC/LIB　の中の1つで,端末へ出力するライブラリィである.

1(ID/EL/A/Z/N/、P/E)?　の1 8文字を出力し,そこでストップし,次の入力を待っ.

*　端末によっては, "s竹と表示されるので要注意.
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解　　　　説

120行のYTGETも　TAC/LI B　の中の]つで,端末からの入力を読み取るライブラリ

イである. J RCは入力文字の個数を示し, YNが文字を格納する. READ文を用いると, " 1 2

0?竹が表示され,目ざわりであるが, ¥TGETでは,そのような表示をしない.

ユ40行のYTPUT文は,次と同じである.

P RI NT*, ' ***　I NPUT ERROR 1

4. 5　王CHAR

320行のICHARは, 0-9までの文字を数字に変換するために用いてあるが,例えば" 3 "

を変換すると243になるように,文字コードを変換すると240だけ大きい数になるので, 24 0を

引いてある.

340行は1 0-99までの2桁の文字を2桁の数字に変換している.

4. 4　FOUT, FI ND¥D

370行のFOUTは,検索件数を求めるサブノレーテン(21 00-2200行)であり,検索件

数KNOは, DMPのFI ND¥D(21 40行)により求めている.

I RCは,完了コードであり, 0でなければ異常終了ということである.

TEST△△△△■ (△はブランク)の8文字は,検索する関数名である.

PRMlを, I D-3として検索する場合について,次に示す.

ID EL A Z N E ID EL A N

二二31=

K.-IT?-」蝣=--

7　A 10

秩

二蝣->　二三　二j　▲

I】)について検索するので, PRMl (1)-1とし, ID-3であるので, PRMl (8) -3

とする(350-360行).検索終了後は,もとに戻しておく(380-390行).

400行は, 1回目の時JJ-1で1 1 0行へ, 2回目の時JJ-2で1 20行へとぶ.

4.5　qSBSTR

490行のQSBSTRは　TAC/LIB*の中の]つで,ここでは4バイト文字型PELの4

文字を, 4バイト整数型ELに代入している. EI一-PEL　とすると, Sレベルのエラーが発生す

るので　QSBSTRを用いた.

4.る　SAVE¥D, MEE T¥D, J O王N¥D, DI FF¥D, UN SA¥D

1 530行のSAVE¥Dは,第1回目(JJ-1 )のときにFIND¥Dにより検索したキー集

合に　SETl△△△△Jという名前をつけてセーブしている.

1570行のSAVE¥I)は,第2回目(JJ-2)のときにFINDYIHこより検索したキー集

合に1 SET2△△△△'という名前をつけてセーブしている.

1600行のMEETYDは,セーブされた一S ETl△△△△Jと1S ET2△△△△■のキー

集合の集合積をとり,件数KNOを求めている.

*　FACOM OSIV/F4　TAC/LI B解説書参照.
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データベースの活用法(2)DMPによるデータベースの検索について

1 640行のJ OINYDは,セーブされた　SETl△△△△'と1SET2△△△△Lのキー

集合の集合和をとり,件数KNOを求めている.

1 680行のDI FFYI)は,セーブされた1SETl∠ゝ∠ゝ∠ゝ△-と1SET2△△△△Iのキー

集合の集合差をとり,件数KNOを求めている.

1 850行のUNSAYI)は1SETl△△△△'のキー集合を消去している.

1 870行のUNSAYDは　1S ET2△△△△'のキー集合を消去している.

4. 7　DOUT, JEVAL¥D

1370行と1770行のDOUTは,検索したキー集合よりEVALYD(2250行)を用い

て値集合を求め,項目とその値を出力している.

2 250行のEVALYDのI RCは完了コードであり, ●△△△△△△△△■は現キー集合の名

前であり, IPHMは次のようになっている.項目の値が全部" i ㌦こなっているのは,全ての項目

に対する値を求めるためである.

I】) EI.　　　　　　N

伸1廿廿
Lニ

3　　4　　5

項　目　の　値

BUPの内容は,検索件数が4件の場合,次のようになっている.

10　11 12　13　14　15　16　17　18　19

ID EL A Z N P E

-・11廿1
20　21　22　23　24　25　26

ID EL A Z N P E

朝日2個回
41　42　43　44　45　46　47

(くり返し)

エントリー件数が21あるので19+7(項目)×21 (件)-166でよいが,余裕を見てB

UF(200)とした(2230行).

EVAL¥Dの頚城は, 4バイト×200-800バイトとした.

4. 8　まとめ

80行-　　90行

1 0　0　　-　　2　5　0

2　6　0　　-　　4　0　0

4 1 0　　-　　5　5　0

5　6　0　　-　　7　0　0

オープン処理

検索項目の処理

II)コードによる検索

元素名(EL)による検索

原子量(A)による検索

-491- 九州大学大型計算機センター広報
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解　　　　説

7 1 0　　-　　8　5　0

6　0　　-1 0　0　0

1 0 1 0　　-1 1 5　0

1ユ　6　0　　-1 3　0　0

1 3 1 0　　-1 3　7　0

1 3　8　0　　-1 7　0　0

1 7 1 0　　-1 7　7　0

1 7　8　0　　-1 9 1 0

1 9　2　0　　-1 9　4　0

1 9　5　0　　-2　0　9　0

2 1 0　0　　-2　2　0　0

2　2 1 0　　-2　3　9　0

原子番号(z)による検索

中性子の数(N)による検索

陽子の数(P)による検索

電子の数(E)による検索

内容出力の処理

集合横,集合和,集合差の処理

内容出力の処理

コンティニューの処理

クローズ処理

エラー表示

検索件数の処理

内容出力の処理

5.おわりに

ここで用いた手法は, XDT用統計プログラム[6コで用いた手法と同じであり,これからSAS

/GRAPH [7]につないで,グラフ化することもできる.

エント])-件数の少ないデータベースの検索としては,これで十分であるが,次回から九州大学大

型計算機センター研究開発部の万々にお願いして, ¶結晶構造データベースシステムXDT - [8]

の検索に用いられた,より高度な検索方法についての解説をして頂く予定である.
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付車.検索用プログラム

LIST REFER. FORT7.7

KEQ52800I F9999.REFER.FORT77

00010　C

0002u C

00030

00040

00050

00C略0

00070

00080

冗HHE冗

00100

00110

00120

00130

00140

00150

00160

00170

00180

00190

00200

HS均cc

00220

00230

00240

00250

002も0

00270

00280

0U290

00300

00310

00320

00330

00340

00350

003も0

00370

00380

00390

0U40u

00410

mりEMS

00430

00440

00450

00460

00470

00480

00490

00500

00510

00520

00530

00540

00550

00560

00570

00580

00590

PROGRAM OF REFERENCE FOR TEST 】DATABASE

CODED BY S.KAWANtコ

PROGRAM REFER

IMPLICIT INTEGER*4(A-Z>

INTEGER PRMK14)/14*0/

CHARACTER PEL*4,YN日3ム)/13も*1H /
COMMON KNO
CALL OPEN事DくIRCADBS　　　, 'Fウ999　　　, 'MSTR
王F(IRC.NE.O) IヨOTO　901

JJ=1
10　CALL STPUTく1∈`,'(ID/EL/A/Z/N/P/E)?',!)

CALL　事TGET (JRC-YN)

IF(JRC.NE.O) GOTO 13

CALL　*TPUT<15,'m INPUT ERROR',0)
GOTO 10

13 IF(YN(l).EQ.?r)
IFくYN(l).EQ.'E')

王F(YN(1).EQ.'A')

IF(YN(1).ErL Z')
工F(YN(1).EIh N')

IF(YNU).EQ.'P')

GOTO　20

GOTO 15

GOTO　40

GOTO　50

GOTO　60

GOTO　70

GOTO 10
15 IF(YN(2).EQ.'L') GOTO　30
IF(YN(2).EQ.' ') GOTO　∈cO

GOTO 10
20　CALL　阜TPUT(6,'ID　= ?M)
CALL　串TGEKJRCYN)
IF(JRC.NE.O) GOTO　23
CALL STPUTU5,'*** INPUT ERROR',0)

GOTO　20

23 IF(YNく2).NE.' ') GOTO　25

日=ICHAR(YN(1日-240
GOTO　28

25 11=10*く王CHARくYNく1) )-24Cり十王CHAR(YN(2) )-240

2台　PRMlく1)=l

PRMI(8>-II

CALL FQUT(PRMl,JJ>

PRMlくi)=o

PRMK昏)=O

GOTO UIO,120),JJ
30　CALL STPUTくら,'EL　= ?M>

CALL STGET JRC:,YN>

IF(JRC.NE.O) GOTO　33

CALL　事TPUT(15,'*** INPUT ERROR',0)

GOT0　30

33　PEL(Is2)='

PEL(3:3)=YN(1)

PEL(4:4)=YNく2)

CALL QSBSTRくEL,PEL,年)

PRMl <2)=1
PRMlく9)=EL

CALL FOUT<PRMl?JJ)
PRMlく2>=O

PRMlく9)=0

60TO (110,120)サJJ

40　CALL　*TPUT<5,'A　= ?%1)
CALL STGET(JRC,YN)

IFくJRC.NE.Cり　GロTO　43

CALL　事TPUTU5,'*** INPUT ERROR',0)

I)
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解　　　　説

00600

00610

uO620

00630

00640

she昆E

OOもム0

00670

00ムeO

OOも90

00700

00710

00720

00730

00740

00750

007も0

00770

00780

00790

00800

00810

00320

00330

00340

00850

>K買HJ

00870

冗>i=i=:盟

00890

00900

00910

00920

00930

00940

00950

00960

00970

00980

00990

01000

01010

01020

01030

01040

01050

010も0

01070

01080

0ic岬0

01100

OliicI

01120

01130

01140

01150

01160

01170

01180

01190

01200

01210

01220

80TO　40

43 IF(YN(2).NE.' ') GOTO　45
II=ICHAR(YN(l) )-240
GOTO　48
45 11=10事(ICHAR(YN(1))-240)+1C:HAR(YN(2))-240
48　PRMl(3>=1

PRMl(10)=II
CALL FOUT(PRMl,JJ)
PRMi (3)=O
PRMlく10)=O

GOTO　<110,120),JJ
50　CflLL STPUT(5,'Z　= ?',!)
CALL STGET<JRC,YN)
IF(JRC.NE.O) GOTO　53
CALL　事TPUTU5,'*** INPLIT ERRC)R',0)
GOTO　50

53 IFCYNは).NE.'サ>　60TO　55
II=ICHAR(YNく1)J-240

GOTO　58

55 11=10書(ICHAR(YN(1))-240)+ICHAR(YN(2) )-240

5∈　PRMl(4)=1

PRMKll)*!王

CALL FOUT(PRMl,JJ)
PRMlく4)=O

PRMl(ll)=O
GOTO (ilo,120)?JJ
もO CALL STPUT(5,'N　= ?',1)

E:ALL STGET(JRC,YN)
IF(JRC.NE.O) I∋OTO　も3
CALL STPUTU5,*m INPUT ERRORSO)
GOTO　60

ム3 IF(YN<2).NE.' ') GOTO　ム5

II=ICHAR(YNU))-240
GOTO　ム8

85 11=10*(ICHARくYN(1))-240)+ICHAR<YN(2> >-240

も8　PRMl(5)=1
PRMlく12)=I王

CALL FOUT(PRMl,JJ)

PRMl (5)sO
PRMlく12)-0

GOTO (110,120)サJJ

70　CALL　隼TPUTく5,'P　コ?',!>

CALL　阜TGET(JRC YN)

IF(JRC.NE.O) GOTO　73

CflLL　事TPUTく15,'***　王NPUT ERRORSO)

6ロTO　70

73 IF(YNく2).NE.' ') GOTO　75

II=ICHAR<YN<i) >-240

GOTO　7∈;

75 11=1CI*<ICHAR<YNU) )-240)+王CHAR(YN(2) )-240

78　PRMKも)=l

PRMI U3)-II
CflLL FOUTくPRMl,JJ>

PRMi <ム)=O

PRMl (13)=O

GOTO (110,120),JJ

80　CALL STPUT(5,'E　= ?',1)

CALL STGET<JRC,YN)

王F(JRC.NE.O) GOTO　83

CALL STPUT(15,'*** INPUT ERRロR',0)

GOTO　80

83 IF(YN(2).NE.' ') GOTO ∈d5

工I=ICHAR(YNく1) )-240
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データベースの活用法(2)DMPによるデータベースの検索について

01230
01240
01250
01260
01270

01280
01290
01300
01310

01320
01330
01340
01350

013も0
01370
01380
01390
01400

tD1410

GOTO∈膚
冨芸措溜(ICHARfYN
)=1mト24(川CHAR(YN<2)卜240
PRMIU3)=II
CALLFOUT(PRMl,JJ)
PRMl(7)=O
PRMlく14)=O
GOTOく110,12(:り,JJ
110CALLSTPUT(15,'OUTPUT?(YES/NO)',1)
CALL事TGEKJRCYN)
IF(JRC.NE.O)GOTOill
C:ALLSTPUTU5,'***エNPUTERROR',0)
GOTO110
IllIRYNくD.EQ.'N')GOTO112
CALLDOUT
l12CALLSTPUT<17,'くAND/OR/DIF/END)?',!)
CALL*T〔iETIJRCYN)
IF(JRC.NE.O)GOTO113
CALLSTPUTU5,'**事INPUTERR!コR'サ0>

01420
01430
01 44CI
01450

01460
01470
01480
01490

01500
01510
01520

01530
01540
01550
01560
01570

01580
01590
01も00

01610
01も20
01も30
01も40

01も50
01660
>JI HmH

01680
01ム90
01700

GOTO 110
ll3　王F(YNd).EQ.'E') GOTO l82

IF(YNU).EG.'A') GOT0 114
IFくYNU).E臥　0') GOTC 115
1FくYNくD.EG.'D') GOTO 116

GOTO 110
114 IJ=1

GOTO 118
115 IJ=2
GOTO lle

llもIJ=3
118　CALL SAVESD(IRCサ'SETI

IF(IRC.NE.O) GOTO　ウ02

JJ=2

GOTO 10

120　CALL SAVESDくIRCSET2

IFdRC.NE.O) SOTO　902
GOTO　く130,140,15cり,IJ

130　CALL MEETSD(IRC>KNO?'SETl

.IFくIRC.NE.O) GOTO　904

PRINT事　KNO, ' DOCUMENT<S)

GOTO lも0

140　CALL JOINSD(IRC,KNCu'SETI

IFくIRC.NE.O)ヨOTO　905

PRINT*,KNO, ' DOCUMENT(S)

GOTO lも0

150　C:ALL DIFF*D<IRC>KNO,'SETI

IFQRC.NE.0) GOTO　ヲ(略

PRINT*,KNO, ' DロCLIMENT(S)

I)

I)

, 'SET2

FOUND '

, 'SET2

FOLIND '

','SET2

FOUND'

01710

01720
017こ;0

01740

01750

01760

01770

017∈;0

017'ヲ0

01800

01810

01820
01830

01840

01昏50

160　CALL STPUT(15, 'OUTPUT?(YES/NO) M)
CALL　*T8ET(JRC,YN)

IF(JRC.NE.O) Qi:コTO lらl

C:ALL STPUT<15,'*** INPUT ERRORSO)
GOTO 160

1占1 IF(YNU).EQ.'N') GOTO lも2

CALL DOUT

lも2　C:ALL　事TPUT(17,'CONTINUE?(YES/NO) ', 1)

CALL　*TGET(JRC,YN)

IF(JRC:.NE.O) GOTO 163

CALL　事TPUT(IS,7*** INPUT ERRORSO)

SOT0 160
163 IFくYN(1).EQ.'N') GOT0 17O

IF(JJ.EQ.2) THEN

CALL UNSASD<IRC, 'SETl　　')
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解　　　　説

Ol串も　　　　　　　IF IRC.NE.O) 60TO　907

01870　　　　　　　CALL UNSASD(IRC, 'SET2　　')
01880　　　　　　IF(IRC.NE.O) GOTO　907
01∈呼　　　　　　　JJ=1
01900　　　　　ENDIF

01910　　　　　GOTO 10
O1920　170　C:ALL CLOS*D(IRC, 'ADBS　　')
01930

01940

01950

01960

01970

01980

01990

02000

02010

02020

02030

02040

02050

020も0

02070

IF(工RC.NE.O) GOTO

STOP

901 PRINT*,暮II

STOP

902　PRINT*,'*事事

STOP

903　PRINT*,'***

STOP

904　PRINT*, '**事

STOP

905　PRINT*,'***

STOP

9(略　PRINT*,'事‡‡

STOP

907　PRINT*,'***

OPEN¥D

SAVE半D

CLOS樺D

MEE丁半D

JCl王N半D

DIFF・D

UNSA半D

903

ERROR, IROSIRC

ERRC>R, IRC=',IRC

ERROR, IRC=',IRC

ERROR, IROMRC

ERRC収, IRC:=',IRC

ERROR, IRC*',IRC

ERROR., IRO',王RC:

02080

02090

02100　C

02110

02120

02130

02140

02150

021も0

02170

02180

02190

02200

(32210　C

02220

02230

02240

02250

022も0

02270

02280

02290

02300

02310

02320

02330

02340

02350

02360

02370
02380

02390

STOP

END

FINDSD AND PRINT CIUT

SUBROUTINE FロUTくPRMi,JJ>

INTEGER*4 IRC,KNO.-PRMl (14) ,JJ

COMMON KNO

CALL F工NDSD(IRC,KNO> 'TEST　　',PRMl)

IFdRC.NE.0) GOTO　900
IF(JJ.EG.1) PR王NT*,KNO,' DOCUMENT(S) FOUND'

RETURN

900　PRINT*,'‡事事　FIND事D ERROR,王RO',IRC

STOP

END

PRINTOLIT OF DATA

SUBROUTINE DOUT

INTEGER*4 IRC,BUF(200> , IPRM(7>/7*1/,KNO

COMMON KNO

CALL EVAL事D(IRC,BUF,800, '　　　　　　　王PRM)

IFくIRC.NE.O) GOTO　90O

PR王NT‡,I I

PRINT*,'  ID EL A E'
11=13
DO IO　王=1>KNO

ll=11+7

WRITE<*,100)くBUF<J),J=Il,Il+ら)

100　FORMATく1H　>I4,A4,5王4)

10　CONTINLIE

PRINT*,

RETURN

900　PRINT事,'‡事事　EVAL事D ERRCIR, IRC=MRC

rSHH

END

KEQ52802I END OF DATfl
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